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内容は都立広尾病院の概要、実際の対応困難３事例、災害時の対応および食事
の対応についてです。 
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病院概要： 

一般医療機関で対応困難な行政的医療（救急・災害、島しょ）、および高度・専門医
療（心臓病、脳血管疾患）に取り組んでおり、基幹災害拠点病院です。 
 

3 



病床数は精神科を含め４７８床、診療実績は平成30年2月現在のデータです。 
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一昨年の訪日外国人は2400万人を超え、5年間で約3倍に増加しています。広尾病
院は2015年に厚生労働省の外国人受入れ環境整備事業の一環として医療通訳拠
点病院に認定され、その後外国人対応件数が急激に増加、月に延べ200から400
件の外国人対応をしています。 
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平成２７年に医療通訳拠点病院に認定されたのち、外国人受入れ医療機関認証制
度（ＪＭＩＰ）を受けるため平成２８年にＪＭＩＰ対策委員会を発足、院内共通の外国人
対応マニュアル作成等、院を上げて外国人を受け入れるために取り組みました。約
１年の準備期間を経て、平成２９年３月にJMIP認証を受けることができました。これ

により職種を超えた横のつながりができ、チームワークが良くなったことを実感して
います。JMIP対策委員会は現在国際化対応委員会として、引き続き外国人受入れ
のため様々な取り組みをしています。 
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外国人対応の流れで、院内共通の外国人対応マニュアルに記載されています。原
則として各職員がコミュニケーションツールなどを使用して対応。困難時は院内通
訳に連絡。不在時等はみえる通訳または東京都医療機関向け救急通訳サービス
を利用。必要により院内サポートメンバーに依頼します。 
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広尾病院は医療通訳拠点病院として平成27年度より外国語医療コーディネーター
をおき、外国人患者に対する環境整備を行っています。 
また、現在英語3名と中国語2名の院内通訳を配置しており、診療援助等様々な支
援をしています。 
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今年度院内通訳は、英語で月に延べ８０～１００件、中国語で６０～８０件対応して
います。 
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その他の言語や夜間・土日祝日に対応できるよう英語・中国語・韓国語・ポルトガ
ル語・スペイン語・タイ語・ベトナム語・ロシア語に対し、タブレット端末によるテレビ
電話式の映像通訳サービスを利用しています。対応時間は表の通りです。 
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広尾病院は周囲に大使館が多く、また、在日外国人の居住や職場も多いため第二
言語を英語とする患者が多いです。全職員の対応言語の割合はＨ２９年３月時点
で英語８３％、中国語９％、その他が８％です。平成２９年度１１月時点では英語７
８％、中国語１６％、その他６％となっていますが、その他にはネパール語やモンゴ
ル語等の希少言語が増えており、当院が通常利用している通訳サービスではこれ
らの希少言語に対応していません。急遽他の通訳サービスを臨時で使用し対応し
ていますが、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックを控え、今後より多くの言語
に対応できるよう体制を整える必要があり、委員会等で検討しています。 
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平成２９年４月から平成２９年１１月までの英語と中国語を合わせた院内通訳対応
の国籍は６７ヶ国・地域、上位2カ国は中国、フィリピンで、全体の約半数を占めまし

た。中国語院内通訳の対応国籍のほとんどが中国で約９７％、英語院内通訳対応
の国籍上位はフィリピン、アメリカ、パキスタン、イギリスで、グラフに示された国籍
が続きます。 
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広尾病院での対応困難事例を３つ紹介します。一つ目は、受け入れ体制での問題
です。40歳代、欧米人男性、アルコール依存症の既往があり、永住権はありますが

ホームレス、蜂窩織炎で夜間救急搬送され、救急外来を受診されました。この日は
雨が降っており、寒い夜でした。 
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診療費の支払いについて考慮し、最低限度の処方のみをして帰宅させる案が医師
から出ましたが、帰宅する家もなく病院から離れると症状が悪化する可能性があ
り、生命の危険も伴うため、外国語医療コーディネーターから応召義務がある事、
翌日には医療ソーシャルワーカーが介入可能であり、外国人であっても生活保護
の申請等相談ができるので入院は問題ない点を医師に説明、入院加療となりまし
た。 
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三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング研究レポートによると、医療機関が外国人受
け入れに消極的な理由として、地域住民を対象とした病院であること、未収金や文
化の違い等によるトラブルへの懸念等が挙げられています。広尾病院でもホーム
レスとの理由で診療費の未払いが生じることを懸念し、入院が必要な患者に対し帰
宅させる意見が出ました。外国人患者であっても応召義務があり、医療ソーシャル
ワーカーの介入も可能であることについて院内で事例をもとに周知しています。 
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応召義務とは、医師などの職にあるものが診療行為を求められたときに、正当な理
由が無い限りこれを拒んではならない、とする義務です。 

正当な理由とは社会通念に照らして判断されるべきものでありますが、具体的事例
においては 医師側の事情（医師の病気、酩酊の程度、専門外、 時間外など）およ
び患者側の事情（病状、緊急性 の有無など）、さらに地域その他の事情（近くに専
門医がいるか、病院の有無など）を総合的に考慮する必要があります。 
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事例２つ目は文化の違いについてです。9歳女児、日本在住の欧米人、熱傷で早
朝に父親が付添い救急外来を受診、翌日は母親と共に来院、受診しました。 
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水疱を人工的に破り、痛みを伴った前日の処置について、自国との治療法が異な
るとの理由で母親が患部処置を拒否、セカンドオピニオンを希望したため他院への
紹介状を作成し帰宅しました。 
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外国人患者の文化的背景や宗教的背景の違いからくる誤解、拒否行動に対して医
療従事者側は説明の困難さ、インフォームド・コンセントの難しさを感じている、と川
内規会氏は述べています。 
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広尾病院の事例では、母親の母国と治療方法が異なることにより母親側に不信感
が生じ、結果的にこの母親は当院で診療を受けることを拒否しました。外国人患者
に対し文化の違いを理解した上で、日本人患者以上に詳しくてわかりやすい病状
説明と治療へのICを徹底させ、納得して診療を受けられる環境を整える必要がある
と考え、委員会や勉強会等により院内での周知を図っています。 
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3つ目の事例は通訳についてです。80歳代女性、訪日アジア人、大腸がんの手術

目的で入院、家族が通訳となり、医師から術前食のため食事制限がある説明を受
けていました。 
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入院後通訳した家族と共に無断外出、しばらくおいしいものを食べられないからと
の理由で外食して帰院しました。 
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通訳のない外国人医療は、「診断が円滑に行えない」、「治療効果が上がりにく
い」、「誤診察や誤解によるトラブルを生じやすい」という３重苦を医療機関にもたら
している、と澤田貴志氏は述べています。 
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広尾病院でも、紹介した事例のように、家族の通訳では病状が正しく伝わっておら
ず、家族の感情移入により自分たちの都合の良いように受けた説明を解釈し、説
明内容の要点が抜けることがありました。また、他国では家族や雇った家政婦・介
護人等が食事を含め身の回りの世話をすることがあり、通訳の問題以外にもこの
ような文化的背景から無断で外出・外食をした可能性があると考えます。 
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医療従事者はこちらの言うことが正しく伝わっており、療養上トラブルが無ければ大
丈夫と思ってしまいがちですが、通訳を使ってコミュニケーションを取り、療養上
困っている事や患者のニーズを聞きだし、病状説明を理解をしているか確認するこ
とが大切です。また、重要な検査の説明やＩＣを行う際は患者の権利を守るため、
第三者として客観的な視点から院内通訳が介入することが望ましいと考えます。現
在は事例分析した結果を勉強会や委員会を経て、院内で周知しています。 

また、逆に家族や患者同伴の通訳と医療従事者のみが会話をし、患者に逐次通訳
をせず患者が置き去りとなってしまい、患者本人が理解を得られていなかったこと
もありました。この場合は本人自ら院内通訳を入れた診察を再度希望、院内通訳
が通訳として診察に入り、その後本人が納得して検査・治療を受けられました。 
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広尾病院では、日本語が通じない外国人を護送扱いとし、 

・入院の際に病棟看護師が避難経路について病棟の配置図で説明を行い、実際に
非常口まで案内します。 

・災害（火災）発生時には発災状況や避難誘導先について英語併記のアクション
カードを活用しつつ説明し、避難場所まで付添い誘導します。 
この内容は、院内共通の外国人対応マニュアルに記載されています。 
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赤い線の矢印が避難経路です。 

27 



東京都で配付している東京防災という本に英語版で普段の備え等が掲載されてい
るため、病院でのイベント時等に案内をしています。 
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食事への対応は、先ず病棟看護師が入院時、情報確認フローチャートに沿ってア

レルギー等について情報収集し、栄養科に連絡します。 
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その際使用する食物アレルギー情報確認フローチャートです。これに沿ってアレル
ギーがないか、嗜好・宗教上食べられないものはないかを看護師が情報収集しま
す。 
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看護師から食事に関する情報を得たら栄養士が直接患者に問診し、対応を決定し

ます。英語対応可能の栄養士も在籍していますが、不在であれば院内通訳が同伴

し対応します。 
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イスラム教徒用の食事としてハラール食用の調味料を準備、肉エキス禁、アルコー
ル禁で対応、豚由来の成分を使用していないブラウンシュガーを使用しています。
対応できない場合は患者自身で食事を用意してもらいますが、今のところ広尾病院
栄養科で対応できています。 
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栄養科では英語版献立表を準備しており、患者から食事内容の質問等あればそれ
を用いて栄養士が献立を説明します。 
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英語版の献立表です。朝・昼・夕の３食、３週間分の献立が基本となっているため、
それを英訳し活用しています。 
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その他の栄養科取組として、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックまで、年に３
回歴代オリンピック開催国の料理を病院の治療食としてアレンジし提供していま
す。 
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その際、このようなメッセージカードを添えて提供します。日本語版のみですが、こ
の食事を提供することで、病室内で外国人を含め患者同士の会話の話題となった
り、母国の料理をふるまわれたことを喜んだり、外国の食事に興味を持ったりと、と
ても好評でした。またこのメッセージカードの裏面には、治療食として提供した料理
のレシピを載せ、患者さんやご家族が調理できる工夫もしています。この取組は２０
２０年のオリンピック・パラリンピック開催まで継続していく予定です。 
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広尾病院では患者支援センターが中心となり、週１回の患者支援センターミーティ
ングや３カ月に１度の国際化対応委員会を通じて、職種を超えて情報を共有し、外
国人対応課題を解決できるよう力を合わせ取り組んでいます。 

また、外来や病棟などの現場でも各職員がジェスチャーや絵カード等のツールを使
用しながら頑張って対応しており、全職員が力を合わせ、チーム医療で外国人対応
に取り組んでいます。 
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外国人対応の体制を整え、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向けて共に
力を合わせ、外国人に安全で安心な医療サービスを提供していきましょう！ 
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